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1. はしがき

従来， 1邸主ろや油かすの自然、発火・油脂類の過熱発

ど油脂類の発1ぬれにもとづく出火事例がれ1

れみので，績物語および訓況を構成してい

、て発熱試験ょっ六のでその結

る.

2. 供試試料

泌物油 杭

ま長

(乾性油〉

( .f'乾性油〉

オリーブ油〈不乾l~f. 池〉

不飽和脂肪酸 りノーノレ敵

オレイン酸

桐脂肪酸カヅ戸 ラウリノレ酪

パノレミチン撚

久テアリ

3. 試験方法

欄物池および脂j扮険の害者熱性を測定するためにも図

1に示す自然、発火磁気!試験淡還を用いた。

図 1 主滋没試験装置

型社
検見礼

受理一

》勿

試験方法は，試料油60gを脱脂綿30gに均一に湿潤

径 9cm， 7華の潤容器に入れて

演消二研究室

の発熱 いて

内 同 稔*

料容まにし，サーモカグヅノL念試料中心部に挿入

して試料の温度変化を自記記録計にて計額ljする。

試料の励起は獣料符~外周のirb混を所定のi温度に上

げた主要 3 淑男??費節{，告により一空想!わご!思ずごせる。その

氾度じ弓Cの闘についてない. I時間は2'lB寺院

を限肢ル t;…。

試料官官号への空気送入最は2.leJminとした。

4. 試験結果および考察

ついて

鮪れ♂宝魚住はE 表1お i二示すとおりで

表 1 植物油および脂肪酸の発熱性
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x…..発熱しなけもの

空捕 11.-$九検fイf:.:なaつTけ北、、もの

ある。すなわん.3種の油の中℃、桝浪は漫も低い60。

励起と然然し菜種油，オリ…(創立芸名に発熱は認め
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;111201時間と県なってL、るが，同じ糠専念論で発熱}ザi短時

間にこれだけのiYがあ，'):hJlるのは，表 2に示され亡

いるとおり ì~1脂の不飽和肢の離によるものと E われ

る。

一一一+

られなかったが. 800C 励起では 3稲の油は止も』二発

熱した。なお. 80'C威!起の場f7実務!Ij~kfiより発熱し1.-

試料温度が150'Cに迷するまでの所要時間 (11:rA所要

時間〉は，作~ì出 1 時 間55分I ~終種油12時間，オリーブ

要縞物対lの構成 l友釣
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不飽和脂肪酸の発熱泣

一ートリ臥
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3 
会 不飽和脂肪酸について

リ./-/I~ l"ct オレイ‘/酸の発熱t'1 は 1 むよぴ民

に示すとおりである。す心わ t)， ザ/ーノレ荷主は 60.C

励起で発黙したがオレイン酸の発;然は凶められなか

80.C励起ではともに禿熱しており，ノ竣の

え熱所事時間同 1時FJj50分，シ「レ;ーノ酸は 5時間部分

であった。これは表汚に札、ぎれているよシに， ジノー

ノレ織はす νイソ椴よりも二践がifTり数がもく不問和度

が占いので，薦委化発熱が?マな上れ易しためと思われ

る。 l 3D心

!円

解れとして〉ばわれたためであると均点らむ〆~.

ぷ料がj政jJ，J)、p、?をzとたった[奏の発熱所婆時間を家ダコ

L 々
i 同同 1ん}

2 

飽和脂肪酸につレで

飽手1J脂[!)械の採算 i件ーは表 1およひ[苅にか?と j;

， lOO.C励起ではいづれも発勲仇よ2.められなかった

が， 120ιC駁では炭;r~数10以上が発熱上ておりその

た熱所望書i時聞は炭;h':訟に反比例し~ぷ、る。

さらtこt告:jlfnls)140'C励起では炭素数 8以上が発熱を

ふしたがg 発熱所要aす i笥はjぷ~君主ぷ比例 t てお η120'

C JìîiJ~とはi差の給米を得た。~ T'tlまf好家数10以上は随i

付与であり交ヨ長野tが大きくなるに Lたがって烈!点もr{;j

く，制解熱厩も大きく必空きとす心fごめ， 140'Cliib起の

よ4に長ぞh所撚誌は間が実も代、場合には励j当然設が
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闘 4 鱈和脂肪酸の発熱性
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れば1200C励起と同じ結巣が求められると考えられ

る。文献によれば， カノレボキシル主主は自動酸化を抑制

する力があり，その力は分子が大きくなれば影料'は弱

くなるとされており，カプロン酸は1200 Cでは発熱せ

ず1400Cで発熱を示したのは， カノLボキシノレ法の彩併

ではないかと思われる。

各試料摂:̂j惑の現象企 Lてば悪事記温度が繭くなると発

熱所要時間は総かく 3 治経之が低いと発熱所要封書簡

は長くなり。おおワ之が ふと発熱は全く認めら

れなくなるのょのことは劫初混成が自動酸化による発

熱性に大 な示している。

の関係を明らかにす

るために級輸ぷ議品市袋詰合出心必数をとり，横軸に励

起j昆度をとったものを図 5に示す。

時間の逆数をとったのは時間について収数させるこ

回 5 発熱所要時間と励起温度の関係
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とにより段低の励起蹴度を求めるためである。附 5に

より明らかなようにIf.ililllの般低励起温度は 45-500C

となり，その他菜種illl.オリーブ油は 70-750C. り

ノーノL殿は 25-300C. オレイン酸は 60-650C.飽

和脂肪散は 1QO'C以.1'.とら:るものと推定される。

5. まとめ

バ発火は. 1由)1旨の自動世主化し

度が上舛 L.発火にいに

ぬ脂が白!l"(lJ酸化を起すに

り.iit自主条件が満されれH.

もぬ熱をかぶすものであると考えられ

また，幼必i耐えζ発熱所要時聞は反比例の出(，¥'，培、ぬ

り，不飽和度が大きいほど低L、励起温度で発熱性を示

すものであることがわかった。
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